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第 8 章では，離散系の動的な解析において用いられる Newmark の β法をとりあげ，エネルギ一保存













(3) また， Saint -Venant の原理を適用した場合に生じる誤差の上下界公式やNewmark の β 法を適用
した場合に成立するエネルギーバランス公式，系の固有値を調整するための付加剛性決定公式など，
多くの重要な公式を導いている。
以上のように本論文は，既往の基礎的な理論と異なった観点から離散系解法を定式化するとともに，
いくつかの未解決であった力学的証明問題を解決した研究であり，構造工学上寄与するところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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